
◆導水トンネルは　　　　　　　　　　　　◆導水トンネルは　　　　　　　　　　　　
　　　　直径５　　　　直径５mm、、全長２８５．８全長２８５．８mm。。
◆◆設計最大導水量は　　　　　　　　　　設計最大導水量は　　　　　　　　　　
　　　　４０．５立方　　　　４０．５立方mm／／秒。秒。
◆灌漑用トンネルは　　　　　　　　　　　◆灌漑用トンネルは　　　　　　　　　　　
　　　　全長５８．８　　　　全長５８．８mm。。
◆◆発電用トンネルは　　　　　　　　　　　発電用トンネルは　　　　　　　　　　　
　　　　全長５６．９　　　　全長５６．９mm。。

【 堤体及び発電・灌漑施設 】

◆堤体は、細粒土質材料をブランケットとす◆堤体は、細粒土質材料をブランケットとす
るアース･ロック混合フィルダム。るアース･ロック混合フィルダム。
　　堤体長は７６０　　堤体長は７６０mm
　　　　最大堤高は２５．７最大堤高は２５．７mm

撮影者：新潟県日中友好協会理事長撮影者：新潟県日中友好協会理事長 奥村奥村 俊二氏（俊二氏（20012001年年99月）月） →→
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左：発電用トンネル　　右：灌漑用トンネル左：発電用トンネル　　右：灌漑用トンネル



【【 課　題課　題 】】

11）） 水供給水供給

　設計供水能力は２億１，３００万立方　設計供水能力は２億１，３００万立方mmであるが、実際の供給量は以下のであるが、実際の供給量は以下の
とおり。とおり。

　　 ２００３年・・・１億２，０００万立法２００３年・・・１億２，０００万立法mm（（設計能力比５６％）設計能力比５６％）

　　 ２００５年・・・１億６，４００万立方２００５年・・・１億６，４００万立方mm（（設計能力比７７％）設計能力比７７％）

《《 上記の要因上記の要因 》》

　「龍頭橋ダム下流域灌漑施設整備事業」が遅延し、未だ完成していない　「龍頭橋ダム下流域灌漑施設整備事業」が遅延し、未だ完成していない
ため。ため。

注１：「龍頭橋ダム下流域灌漑施設整備事業」・・・ダム下流域に灌漑するため頭首工や幹線水路注１：「龍頭橋ダム下流域灌漑施設整備事業」・・・ダム下流域に灌漑するため頭首工や幹線水路
等を建設する事業（総額３．８億人民元の国内事業）。等を建設する事業（総額３．８億人民元の国内事業）。

注２：下流域灌漑施設の建設については、円借款事業採択の審査時から並行して建設するよう注２：下流域灌漑施設の建設については、円借款事業採択の審査時から並行して建設するよう
提言されていた。提言されていた。

出典：ＪＢＩＣ「黒龍江省三江平原龍頭橋ダム建設事業評価」２００５年１１月出典：ＪＢＩＣ「黒龍江省三江平原龍頭橋ダム建設事業評価」２００５年１１月



２）２） 受益面積受益面積

　計画時では、撓力河下流の耕地４万２，４２０　計画時では、撓力河下流の耕地４万２，４２０haha（（水田２万水田２万haha、、乾田２万２，４２０乾田２万２，４２０haha））
に灌漑するとしていたが、２００１年に計画が以下のとおり変更された。に灌漑するとしていたが、２００１年に計画が以下のとおり変更された。

◆乾田を水田に転換し、龍頭橋ダムの供給水すべてを収益性の高い水田に灌漑する。◆乾田を水田に転換し、龍頭橋ダムの供給水すべてを収益性の高い水田に灌漑する。

→→ その結果、（稲作は畑作よりも水を多く必要とするため）受益面積は２万８，７３３その結果、（稲作は畑作よりも水を多く必要とするため）受益面積は２万８，７３３ha ha 
　　　　に縮小した（既存水田５，２００に縮小した（既存水田５，２００haha、、乾田の水田転換地２万３，５３３乾田の水田転換地２万３，５３３haha）。）。

《《 実際の灌漑受益面積実際の灌漑受益面積 》》

２００２年（ダム完成）２００２年（ダム完成） ・・・　５，２００・・・　５，２００haha

２００３２００３年　　　　　　　　年　　　　　　　　 ・・・　５，２００・・・　５，２００haha

２００４２００４年（頭首工完成）年（頭首工完成） ・・・　５，３３３・・・　５，３３３haha

２００５２００５年　　　　　　　　　年　　　　　　　　　 ・・・　５，３３３・・・　５，３３３haha

２００６２００６年年 ・・・１２，０００・・・１２，０００haha（（計画比４１．７％）計画比４１．７％）

　　黒龍江省水利庁は、灌漑面積を毎年４，０００黒龍江省水利庁は、灌漑面積を毎年４，０００haha増加できるよう水路の建設を進め、増加できるよう水路の建設を進め、
２０１０年末までに完成させるとしている。２０１０年末までに完成させるとしている。

【【 課　題課　題 】】

出典：ＪＢＩＣ「黒龍江省三江平原龍頭橋ダム建設事業評価」２００５年１１月出典：ＪＢＩＣ「黒龍江省三江平原龍頭橋ダム建設事業評価」２００５年１１月
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建設された頭首工建設された頭首工



【【 現状での事業効果現状での事業効果 】】

　龍頭橋ダムによる灌漑受益面積は、２００６年時点で１２，０００　龍頭橋ダムによる灌漑受益面積は、２００６年時点で１２，０００hahaである。である。

　下流域灌漑整備事業が完成すれば、灌漑受益面積（計画値：２万８，７３３　下流域灌漑整備事業が完成すれば、灌漑受益面積（計画値：２万８，７３３haha））は宝は宝
清県の作付け面積（１５万７，４４８清県の作付け面積（１５万７，４４８haha））の約１８％にまで拡大するため、同県の農業生の約１８％にまで拡大するため、同県の農業生
産高や単収に対しプラスの影響を与えることができる。産高や単収に対しプラスの影響を与えることができる。

《《 参考：受益者への聞き取り結果参考：受益者への聞き取り結果 》》

●●水田３水田３hahaと乾田２と乾田２hahaを耕作する農家を耕作する農家

　ダム建設以前は水不足や洪水等の被害が多く、豊作は１０年に１度に過ぎなかった。完成後は水田　ダム建設以前は水不足や洪水等の被害が多く、豊作は１０年に１度に過ぎなかった。完成後は水田

に必要な水を１００％確保できる。この結果、単収量は２トン／に必要な水を１００％確保できる。この結果、単収量は２トン／hahaから８トン／から８トン／hahaに上がった。事業によっに上がった。事業によっ

て生活は大きく改善された。て生活は大きく改善された。

●２．７●２．７hahaの水田を耕作する農家の水田を耕作する農家

　ダム建設以前は、井戸水を灌漑に使用していた。１０年のうち３年は旱魃被害にあった。ダムのお陰で　ダム建設以前は、井戸水を灌漑に使用していた。１０年のうち３年は旱魃被害にあった。ダムのお陰で

水不足はなくなり、排水状況も改善された。コメの単収量は４トン／水不足はなくなり、排水状況も改善された。コメの単収量は４トン／hahaから７．５トン／から７．５トン／hahaに上がった。伴に上がった。伴

なって、収入も５０％強上がった。ダム建設以前は５～６月の乾季に河川の流量が少なく、生活汚水でなって、収入も５０％強上がった。ダム建設以前は５～６月の乾季に河川の流量が少なく、生活汚水で

汚れていた。現在は流量が多くなったため、水質が改善されたように思う。汚れていた。現在は流量が多くなったため、水質が改善されたように思う。
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【【 提　言提　言 】】

１．龍頭橋ダム建設プロジェクトは灌漑と洪水防御を主たる目的とする多目的１．龍頭橋ダム建設プロジェクトは灌漑と洪水防御を主たる目的とする多目的

ダムの建設を主な事業内容とするが、下流域灌漑施設の整備が完成していダムの建設を主な事業内容とするが、下流域灌漑施設の整備が完成してい

ないために本来機能の一部が有効に活用されていない。遅延による便益ロスないために本来機能の一部が有効に活用されていない。遅延による便益ロス

は大きい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は大きい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　

　　 灌漑を目的とした事業であれば、本来、下流域の灌漑施設建設も一体とし灌漑を目的とした事業であれば、本来、下流域の灌漑施設建設も一体とし

て事業に取り込み、同時完成を目指すべきであった。て事業に取り込み、同時完成を目指すべきであった。

２．龍頭橋ダム運行による撓力河下流域湿地と生態系への影響が懸念され２．龍頭橋ダム運行による撓力河下流域湿地と生態系への影響が懸念され

ているが、これまでのところ黒龍江省水利庁ダム管理局と湿地を管理していているが、これまでのところ黒龍江省水利庁ダム管理局と湿地を管理してい

る宝清県政府及び農墾総局との連携が十分にはとられていない。　　　　　　る宝清県政府及び農墾総局との連携が十分にはとられていない。　　　　　　

　　 今後、下流域灌漑施設が完成し灌漑用取水量が多くなれば、湿地の水位今後、下流域灌漑施設が完成し灌漑用取水量が多くなれば、湿地の水位

低下や河川の汚染の可能性も高くなる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　低下や河川の汚染の可能性も高くなる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　 ダム水位、流量、湿地水位、生態環境等を定期的に把握するモニタリングダム水位、流量、湿地水位、生態環境等を定期的に把握するモニタリング

チームの組織化や、対処のための仕組みを早急につくることが不可欠である。チームの組織化や、対処のための仕組みを早急につくることが不可欠である。
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